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覚醒Aminと脳糖消費
金沢大学医学部精紳医単激室（主任 秋元波留夫教授〉

石  黒  順  吉
  Jttnkichi fsltiguro

 （昭和26年2月13日 受附）

1．緒

 ：Benzedrin  （β一Phenylisopropy！amin） は

Adrenalin （3，4－Dioxyphenylathanolrnethylamin＞

系物質でSympatal， Ephe面n等と似た構造式

を有する．1910年，：Barger及Dale 1）は

Adrenalin誘i導体申，：Benzol；核に：水酸基2個を

有するものの生理作用はAdrenalinと同檬であ

るが，水酸基の減少と共に，交感紳経末端刺戟

作用が減弱し，中枢刺戟作用が漸次著明とな

り，奏効時間も延長し，経口投与が可能とな

り，且，毒性が増加する事を認めた．即ち，

Pervitin，：Benzedrinの様に側華中に：水酸基を有

しないものは，Adrenalin様の作用が少くなり，

寧ろ中枢刺戟作用が主になって來て，而もそれ

はEphedrinよりも高次の中枢に作用するので

ある．

 ：Benzedrinの血圧上昇作用は微：弱であるが，

その持続時闇は比較的長い．中枢刺戟作用が臨

床に応用され允のは，1935年，1’rinu．metal及

：Bleomberg E）が之を睡眠発作に投与しπのを創

始とする．既に1933年，Prinzmetal及AUesに

依り，動物実験に於て，腹膜から吸牧された

：Benzedrinが：Barbita1麻醇から覚醒せしめる事

が認められており，との事実から睡眠発作に使

用する事を思ひついて著効を臨めたのである．

Fhlgel 3｝は緊張病性昏迷や鰐病に本剤を経ロ投

言

与し，その約孕数が一時的にではあるが自発的

に多弁となり，歩行し，質問に正しく応答出駆

るやうになるのを認めfad．之が更に進むと癸汗

が起り，昂奮し，不安となり，落付なく俳聖す

るものもあっfe． Hauschildの5）は麻醇剤との

拮抗性を，叉呼吸についてはMorphinとの持

抗性を認めた．本剤の交感紳経刺戟作用として

は，Myerson 6）7）がArgy11＿Roberts⑪n現象，を即

してみる瞳孔に対光反射を起さしめ，腸管攣縮

を減少叉は滑退せしめる作用がある事をみてみ

る．その他，1930年代の後脚に於ては相次で本

剤に精棘鼓舞，疲労感除去作用がある事が発表

され，恰も勃発し：た今次大郷中は作業能力増進

に寄与する所が大きかったが，一方習慣性があ

るので，多数の慣習者を輩出するに至った．と

くに戦後我国では：PliiiloPon紅軍者の激増をみ

てみる．

 然し之等の報一告は経口叉は皮下投与に依る精

榊駿態像の変化蛙にその臨床的応用が主で，未

だその奏効機転に関する基礎的研究は甚だ少

い．僅かに：Mann及Quastel 8｝ g）の組織呼吸及

脳波に関する槍索が一，二散見される程度であ

る．私はBenzedrin．を皮下叉は静1脈内に注射

し，高論語誌症状を観察し乍ら，その脳糖漕費

の潜長iを槍索した．

2．実 瞼 方 法

 Benzedrin 1％溶液5cc．を皮下に，2～3cc・を静

脈内注射した．早朝々食前，安静な｛伏態に於て先づ，

血圧，脈捲数の計測を行ひ，家で内頸識脈，股動脈，

肘正中静脈から同時探血し，その後直に1％：Benzedrin
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溶液を注射する．用量は皮下荘射では5cc・（50mg），

静脈内注射では2～3cc．（2e～30mg）である。皮下注

射の際には30分後，翻脈内注射の際には5分後に再び

同時探血を行って血糖を測定した．叉之と比較の意味

で⑪・1％Adrenalin O・75～1cc・の皮’下注射を行ひ，

直前及び30分後に同時探血を行ひ，糖消費を讃した。

脳糖消費測定は1927年，Myersonが創訂した動脈，

内頸静脈同時穿刺法に依った．私は動脈，内記静脈か

ら同時下血し，この両血液成分の差を以て臓消費と見

徹し，：叉，同時に比較の意昧で肘門下静脈からも探血

し，その動脈血との差を前脾浦費と見倣した．

 血糖定量にはIlagedom－Jensen氏血糖微量定量法

に依り，血圧測定にはTycos血圧計を使用した．

3．研究 成 績

 本研究は1948年10月から同年12月迄の間に

金沢医大精罪科の入院患者について行った．被

験例は，分裂病5例，躁病3例，進行麻痺5

例，心因反1例，計14例である．対照に．とった

Adrenalin試験は分裂病4例，躁病1例，進行

麻痺5例，その他2例，計12例について行つ
1た，

 ：Benzedrinに依る精凹々経症歌の変化は，艀

賑内注射の方tlS一一一過性ではあるが著しh。その

最大の特徴は身体門門を必発する事で，最：も多

くみられたのは顔面紅潮，頭痛，深呼吸で，美

で呼吸困難，呼吸緊迫，胸内苦悶，熱感，掻痒

感，脈搏頻数微弱等である．経口投与に減て，

從來みられた爽快感，多幸，多弁等の精紳症歌

は3例に認められたのみである．又，大量経口

投与に依って現れる不安，多野，疲勢倦怠除去

感，不眠，食慾不振等は静脹注射の際には全く

みられなかった．

 著明な卍巴症厭を；発呈した3例の所見を遡；べ

ると，第1例軽躁病，束○は施行前には比較的

温和で疎通可能，応待正常であったが，注入

後，急に多幸様顔貌を呈し，早口で纒りない事

を言ひ続け，2～3分後には一転して哀訴的と

なり，流涙し，縷々身の不遇を御つに至った．

之は約10分余り続いて自然に鎭饗した．第2例

の緊張病性昂奮で即智症のある円○では，施行

前，比較的安静であっ距が，注射を拒否し，施

行後は急に流涙し，室内を転々しながら大声で

纏りない事を叫び続け，その内容は概ね哀願的

で入院に対する不満，家入に対する呪咀等が主

であった．談話に纒りはないが支離滅裂と云ふ

程ではなく，意味は充分汲みとれる程度で，言

語内容に関しては一一時的にもせよ，寧ろ良好と

なる傾向がみられたのは注目される。ヒの二丁

は約20分位続いて鎭話した．第3例の寛解歌謡

にある躁病広○では，注入後，顔面紅潮，呼吸

速迫，胸内苦悶様顔貌を呈して室内を転々反側

してみたが，その中にやX鎭って來ると．施行

者に対する憤葱を訴へ，流涙し，果ては食事や

看護取扱に対する不満を断片的に蓮べる様にな

り，約10分後に二二し允．高等顯著な精紳症状

を発呈した3例は何れも女性であっだ．その億

にも軽微：な精祠症歌を呈したものは，コ，三に

止らない。18歳の男子の躁病患者では注入直

後，顔面紅潮し呼吸困難を織し，横臥位から右

側臥位となり，下肢を屈曲し，胸をかきむしっ

て痛い痛いと叫んで流涙し，甚しい苦悶歌態を

呈した．後で訊くと痛いと云ふのは後頭部の捕

動性疹痛であったと云ふ．進行麻痺の痴呆型で

ある大○は自覚的に爽快感を訴へ，発語障碍が

軽快したと感謝された．その他の痴呆型に於て

は認むべき精耐下肥がなかった．

 Adrenalinでは特記すべき擶F昧経症歌を呈

するものがなかつk．

 Benzedrin投与時の脳糖溝費は皮下注射では

施行前9．7mg％，施行後3⑪分で1L2mg％，翻

脹内注射では：施行前7・7m9％5分後7．7mg％

で認むべき差がなく，又，前解糖響町は皮下注

射施行前4．5mg％，30分後6．3m9％，静脹注射

では施行前一〇．1mg％5分後一Llmg％で共に

変化がない。最高血圧は皮下注射では施行前

130，30分後175，静脈注射では施行前129，

［ 80 ］
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5分後175で共に著明な上昇が認

められる。脈搏数は皮下注射では

施行前73，後69，二言注射では施

行前73，後72で共に認むべきもの

がない．股動脈血糖値は皮下注射

の場合，施行前 101．8mg％，後

108・6mg％，静1脈注射爾場合95・4

mg％，後99．9mg％で共に変化が

なv・．（第；t表）

 Adrenalin注射時の脳糖二二は

施行前8．1mg％，後4．6mg％で却

って減少し，前門糖乱費は施行前

1．6mg％，施行後8．4mg％で著し

く増加しでるる．股二二血糖値は

：施行前85．4mg％，後140．7mg％

で著明に増加してみる。（第；2表）

 次に：Benzedrinを静三内注入し

た際に現れる自律中枢二二を中心

として二丁的経過を追ふて槍索し

だ症例につbて第1回，第2回の

グラフで図示し乍ら検討してみよ

う．図中，：B．S．‘は肘正中静脈血

糖値，D．は最高血圧，：P．は脈

搏数である．

 第1図は無爲，二心型の二二な

分裂病例に於ける所見であるが，

1％：Benzedrin 3cc．を静注後，血

圧は施行前の135mm．水銀柱か

ら2分後には250mm．水銀柱へ

と急上昇をみてみる．その後漸次

下降し，3時間後，略e ts行前¢∫

値に復してみる．血糖値脈搏数に

は認むべき変動がなV・．精棘症状

としては軽度の頭痛，胸内苦悶を

訴へた程度である．

 第2図は発病後闇もない軽度の

緊張病性昏迷型症例の所見である

thi一， 1％ Benzedrin 3．Occ．を静二二

注射した後，口内熱感を訴へ，頻

りに唾液をのみ込んでみたが，特



82 石 黒

第2表Adrenalin投与時の脳糖浩費

血  糖   値  m暮％番   警 症   例 性別 年齢

訓 用 蚤 1 （1／1000）  C．C．

股動脈 内頸灘脈 肘正中静脈
股動脈
琲�ﾃ
兼恍l

断 前1後 前1後 前1御前1
1 東0 6
2 名○ ♂

3 浜Q ♀

4 横0 ♂

5 上0 ♀

6 内O ♂

7 若0 6
8 斉0 6
9 申○ ♂

10 朝○ ♂

11前○ ♀
12 井○ ♂

43

41

43

46

32

51

33

37

19

28

49

19

P．P．

P．P．

P．P．

P．P．

P．P．

P．P．

s．

s．

s．

N．

M．

s．

O．75

0．75

0．75

0．75

0．75

0．75

1．0

1．0

1．0

1．0

1．0

1．0

84．9

80．6

116．0

72．9

74．9

86．6

85．9

68．9

89．1

81．2

105．4

78．5

is7．ol 7s．o！ is3．sl sg．0

115．11 1112．21 77．4

163．ユ 112．8，162．6

90．41 62．6i 84．41 70．6

145．71 66．ll 139．71 73．5

11g［ZI 9gigl lggi，6i 89・2

114．71 61．51 113．8［ bo．8

172．2i 71．71 164．41 78．4

148．41 75．9： 145．41 79．4
202．el g2．61 igs．el io4．4

103．81 75．li 98．81 79．0

144．4

105．7

81．5

131．4

108．0

149．8

104．5

161．1

r45．3

197．0

104．3

6．g 1 3．2

3．2

10．3

8．8

3．6

10．U

7．4

17．4

5：3

12．8

3．4

2．9

0．5

6．0

6．0

9．6

3．9

0．9

7．8

．3．0

7．0

5．0

股動脈～肘
正中下版血
糖値差

前陵
  画
一 3．1

3．2

2．3

1．4

一一 2．6

 2．1

 10．7

 1．8

 1．0

一一 O．5

12．

9．

8．9

14．3

8．2

9．6

10．2

11．1

3．1

5．0

一一 O．5

ag 1図 1％：Benzedrin溶液3．Occ静脹注射後の血圧，血糖，

      脈搏の浩長 若○（33歳）分裂病
aj．s・Lp．一t“．n．一”．1

一一秩g“r”’一1
「「鷺

wf el．
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90

／60

9

紹

箔

pt
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〆話
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！2．

×

×
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・N・／×
〃  o  〃～  ／汐  26㍗ ク  300

       瞬間一一
400   500  づ00

に多弁になつ元とか疎通可能になったと云ふ事

はなVsv．本例でも注入直後，血圧が急激に上昇

しており2分で最高値の180日目水銀柱に達し

てみる．脹搏はや玉緩徐になったが，血糖値に

変化はみられな》・．

 第3図は痴呆が甚しく発語障碍の著明な進行

麻痺例であるが，前2例と同様，注入直後2分

で血圧は最：高に達したが，昌盛数，．血糖値には

認むべき変動を示さない．興味あるのは本例

が，自覚的に発語障碍の軽快を訴へ，爽快感を

覚えて感謝された事である．eのやうな自覚的

軽快はこの例で前回の投与時にも認められた

が，何れの場合にも他覚的には何等病歌の軽快

をみなかった事は云ふ迄もない．

［ 82 ］
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第2図 1％：Benzedrin溶液3．Occ静脈注射後の血圧，血糖，

      脹搏の消長 中0（19歳〉分裂病
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 以上3例を綜括してみると，Benzedrin溶液

の注入に依り，血圧上昇のみは確実且急激に起

るが，血糖，脈搏数には概ね変動なく，精密々

400 SOO 6．i V

経症歌に至っては症例に依って一定しないと云

へる．

3。考

 ：Benzcd血め作用が体質又は気質に依り著し

く発現歌態を異にし，その作用：量も個人差が大

である事は諸家の斉しく認める所である．本研

究に於て静脈内注射を行った際も反応を示さぬ

ものから，激越な精神症状，苦悶三態を呈する

按

もの迄あった．唯，皮下注射或は経口投与に比

して，静腿注射の際には多種多様の精紳々経症

歌が出現した事は興味深い．之等の症歌は一

見，激甚で特異な様であるが，仔細に槍討して

みれば，殆ど二二述べられて：來たこの二二の自
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律呂経中枢，皮質下領域に対する刺戟高歌に他

ならない．即ち，口渇，口内熱感，胸内苦悶，

頭痛，爽快感，脈搏頻i数等皆計りである．鼓で

呼吸症状の出現が比較的多いのは注目される．

 Adrian， Gesell，：Buアtendijk iO）等に依れば：，

呼吸中枢の主要部は延髄第4脳室底部の網六

体，特に側網田体にあるとされてみる．叉，芳

野11）は種々の哺乳動物に本剤を試み’た結果，先

づ不安を示し，次で主として自発動作の昂奮が

起り，大量：では痙攣，呼吸麻痺を起して途に死

亡するのを認めた．一口に自律紳経中枢と云っ

ても，その局在は中枢紳経系の極めて広い領野

一延髄，．間脳，大脳皮質に亘ってみる事は周知

の通りである．從って：：Benzed「iiiの作用も広範

囲に及んでみると思はれる．之が正常人に爽快

感，能率増進を來すのみでなく，醗病や分裂病

にも奏効しkとされ，更に本研究では進行麻痺

のあるものに自覚眺軽快をもたらしたのであ

る．勿論，之は疾患機転とは別個に作用すると

云ふ一つの証左に他ならig Nb． Reifenstein 12）等

はBenzedrinを1日：量10～30mg宛月余に亘

り投与し，更に静脹注射用としては，Amylen－

Natriumとの併用を2～3週間連続し，早期分．

裂病の良好な寛解率をみたと云ふ．私の実験で

は，自覚的に爽快感を訴へた進行麻痺の一例を

除いては面面症状の軽快したものはなく，寧ろ

増悪の傾向がみられる．即ちその症状が爽快感

のみでなく，時に悲哀的，抑止的になった事は

從來の文献にはみられなかつ）izjEJである．之は

大量衝撃に依る極端な感情の動揺拉に自律：中枢

の刺戟症欺とみるべきである．例へば，我々が

日常みる様にAlkQhc1を少量撮話した際に爽

快となり，大量では却って抑轡的となる＝場合も

あるが，Benzedrinでは静1脈注射’に依って始め

てヒの檬な出面を起し得たと云ふ点が着目され

る．感情に関与する部分は皮質下領域にあると

されるが，ヒ：れ程高著な精紳症欣を呈してみな

がら，何等脳糖浩費に変化を來さなかった所が

興味を惹くのである．

 Adrenalin系誘導体の：Benzo1核か6水酸基

が減少すると共に末梢交感紳経昂奮作用も減

弱し，：Benzedrinに至っては中枢刺戟作用の方

が主体になって來る事は前述の通りである．

Adrenalin投与後に股動脹二三静賑血糖値差が

減少するのは恐らくは脳内血流速度の増加に依

るものであり，動脈肘正中静脈血糖値差の増加

は，四肢：に於ける血流速度減少のためであら

う．：Benzedrinが脳内血流速度に如何なる変化

を与へるかは未だ解明されてみない．血圧は経

口投与に比し著明に上昇してみる．但し血圧と

血流速度の変化は回しも併行しないから，血圧

の高低に依り直ちに血流速度の変化を推測する

事は民活ない．然し～二の場合，血流速度が逞く

なるとは考へ難い．とXで仮に血流速度が速く

なって，而も論法溝費の増加した場合が考へら

れる．ヒの場合には恐らくその作用は互に打虚

し合ふ事となり結果に於て動脈内頸静脈血糖値

差に変化がないと云ふ：事も起り得る．然し，脳

内血流速度に異常があった際には，明に脳波に

異常を面す事は從來の研究に依って知られてみ

る所である．本川，辻口，藤森13）14）に依れば，

徐々に体位を変換せしめた際の軽度の脳充血に

依っても脳波の振動数は増加し，振幅の減少を

存し，軽度貧血に依って振幅の増加が認められ

ると云ふ。叉，食後，内臓領域に血液が集中し，

血液の分布が変化する結果，脳波に変化がみら

れると云ふ．1939年，Jasper 15）等は12例の性格

異常見に：Benzedrin及Phenobarbitalを投与し

て，その臨床謡歌拉に脳波所見を観測した．之

等見：童は緬癖が強く，落付きがなく，衝動高温1

があり，その脳波所見が癩豪者と酷似してみ

た，脳波所見に於ては，：Benzedrin投与に依る

i変化はみられす，Phenobarbitalではβ波の増

張がみられた．臨床経過としては：Benzedrinが

良効果を牧めた．即ち12例中7例が温和とな

り，衝動行爲は減少し從順となつ允のに対し，

Phenobarbi talでは12例中9例迄，決定的な症朕

増悪をみてみる．極端に短気となり，心癖が強

く，衝動的破壊性となり，室笑ぴや墾眉がみら

れたと云ふ．この所見は一寸奇異な感を与へ
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る．云ふ迄もなく：Benzedrinは興奮剤であり，

Phenobarbita1は二二，鎭静剤であるのに，そ

の臨床所見は全く逆の効果を示してみる．然し

更に興味深い事は：Benzedrin投与後の脳波所見

に認むべきものが無かつ元と云ふ事である．と

の事は，脳血流の著しい変化がBenzedrin投与

に依って惹起されると云ふ可能性に反し，從っ

て脳糖浩費に変化がないのは軍に見かけだけの

事ではないととを意味する．

 ：Benzedrinを内服叉は皮下注射し允際，血糖

値に認むべき変化なしとするものと，生理的動

揺の範囲内に於ける軽度の上昇をみたとするも

のとある．本研究に於ては認むべき変化がなか

った．

 Mann及Quastel 8） g）が生化学的立場から門

経系の代謝に対するBenzedrin（b影響をみ允報

告は最も興味深い．脳切片は糖燐酸混合溶液中

に於て呼吸を営むが，之にP－Oxyphenylathyla－

min，β一lndo15thylamin， Isopr。pylamin等を少

量添加すると呼吸が低下する．tの呼吸低下は

添加Aminから生じたAldehアd叉はその代謝

産物の抑制作用に依るものであり，之はBen－

zedriユに依って除去される．その理由として，

：BenzedrinはAmin酸化酉孝素に依って酸化され

ないが，酵素に対してAminよりも凹いi親和

力を有するから，酵素と結合してAmin類を

酸化させぬ爲であると云ふ。然らば疲労時には

之等Amin類似の物質が生じて細胞呼吸が低

下するのであらうか．精神疲労の本態について

は種々論議されてV・る．本川14）はその脳波所見

が，低酸素気中に滞留する事に依って起る変化

と殆ど区別がつかない：事を指摘し，所謂，精神

疲：労は脳細胞物質代謝，殊に酸化過程の障碍と

見倣して差支ないのではなからうかとしてみ

る．島薗16｝は同じく疲労時の脳波所見からし

て，「睡眠即応歌態」なるものを仮定し，之が

二つの因子，「睡眠に移行せんとする因子」と，

「之を抑制せんとする因子」との相互作用に依

って定まると考へてるる．麻醇剤や睡眠剤と

Benzedrinの拮抗性は明に認められてみるから，

：Ben zedrinは丁度その抑制的な因子とみるべき

であらうか．然し，一方ヒの様な感情や意志の

障碍に際して内頸回脹穿刺法に依っては脳物質

代謝異常を認め得ないのである．私が以前に発

表した様に，昏迷，昂揚，錯乱，支離滅裂等の

激しい症状を呈した精神疾患者に於ても，特に

脳二二費の引回は認められない場合が多いので

ある．

 感情に関与するi三門としてはAlkoh⑪1や

Coffein， Strychinin等がある． Alkoho1は：睡眠，

麻二二であるから，勿論大量をとった場合には

脳波にも異常を來すし，脳物質代謝も減少する

ものと思はれる．この変化は二次的で，且，精

示II！活動を低下せしめた場合である． Gerard，

：Leibert 14）はC⑪ffeinを’蛙の脳に直接作用せし

めると，大きな丁丁が現れ，之が毎秒，4～22

cmの速度で脳の表面を伝はるのをみた．内頸

静脈穿刺法では恐らく血流速度の野冊から，直

接の物質代謝は測定出來ないものと思はれる．

Strychininは云ふ迄もなく， Strychininepikeを

生する痙攣剤でもある．前述の様に，：Benzedrin

の大量投与に依って，動物は呼吸麻痺，痙攣を

起して死亡すると云ふ．叉，用法の如何に依っ

ては激しく精棘活動を昂奮せしめるものである

から，当然，細胞機能に何等かの変化を來：さし

める筈である．Hoagland， Cameron， Rubin恥

は旧い感情刺戟の際に，正常蛇に精紳疾患者の

心搏増加と併行してDelta係数の増大を認め

た．Jasper玲等の研究は元々，正常兇に比し，

明に異常の認められるEpileptoidに経口投与

されたものである．若し之が本実験の如く大量

の静脈内投与に依り，精紳状態の著明な変動を

了した場合か，或は疲労時に投与して倦怠感を

除去した際には，その特有とされる不規則な脳

波に何等かの変化を來さしめ得べき筈であら

う。Lyman 14＞等は低酸素圧下に於ける脳波の

抑制期が大量：の：Benzedrin投与に依り，清失し

たと述べてみる．兎角，JasperのDataは一応，

再楡討を要するものと思ふ．

 然し，脳波の変化は必しも，我々の認め得る
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脳物質代謝と一致してみない．この場合も，或

はそれに件ふ脳糖清費変動はみられないかも知

れない．Lermoxは暗算に依る精紳作業時の脳

ガス代謝をみた際，施行前に比し軽度の減少を

認め，之は恐らく血流速度の影響に依るもので

あらうとしてみる．所が，一一般に精管作業時の

脳波所見にα波が満失する事は：Berger野戦，

諸家の一致して報告する所である．こ！で我々

は，所謂，野焼機能と脳物質代謝との間に，或

る区別を認めない訳にはゆかない．云ふ迄もな

く，量的に極く一部分の脳細胞丈が昂奮すると

は考へ難V・から，之等の精祠i作業や昂奮は認め

得べき脳細胞物質代謝の増加を來す事なしに，

癸現し得るものと思はれる．つまり，所謂，精

紳作業は健常な脳物質代謝内で当然行はれ得べ

き生理現象に他ならない。脳波の変化は之等正

常の脳細胞群の有する自働性乃至は同律電気的

搏動が，外転の刺戟に依って撹乱されたもので

’1，あらうか．勿論Mann， Quastelの報告を侯

つ迄もなく，総ての精紳現象は，究極va於ては

脳調馬内に於ける微妙な化学変化に依るもので

あらうが，我々には未だかXる微妙な変化を認

め得る方法がないのである．

 蚊に面白いのはDinitrophenQlの注射に依っ

て組織呼吸を高める檬にすると，Ct波の振動数

が増加じこの作用は数日間も続いてみられる

と云ふ．Hoagland， Rubin， Cameron恥等はヒ

の事実から脳波の振動数は脳組織の酸化速度の

よい標識になり得ると考へてるる。又，分裂病

や慶病に核蛋白の合成を促進するMalonitri1を

与へると一時的に精棘歌態が活竣となる事が報

’告されてるる．恐らくこのものは脳物質代謝を

促進せしめるのであらう。一方，低酸素圧下に

置かれた場合，脳波上，振動数の減少と，振幅

の早大が認められ，叉，炭酸ガk，過剰の際には

a波の消失がみられると云ふ．叉，麻醇時には，

皮質性たると脳幹性たるとを問はす，精紳活動

低下に依って脳糖浩費が著しく減少する事は私

の一連の研究で明となった．その際，脳波所見

にも著明な変動がある事は：Barger以來，諸家

の確認せる所である．即ち，精紳活動の低下は

必然的に脳物質代謝の減退を絆ふのである．之

に対し精紳活動が昂る際には，認め得べき物質

代謝の増加を下す場合と然らざる場合がある．

前者は外野の刺戟等に依り，直接，その物質代

謝に影響を及ぼした場合であり，後者は精帥作

業や病的精祠i昂奮等の如く元來の脳活動の範囲

内に於て自生的な活動が営まれる場合である。

：Benze（hinは外來の刺戟ではあるが，我々の方

法で認め得る程の脳物質代謝の変化を來すもの

ではない． ’

4．要

 1％Benzedrin溶液：の皮下及静脈内注射に依

って：惹起される症欺は，静脈内注射の方が皮下

注射に比し，少量で遙に急速且激甚である・そ

の症歌は主に自律中枢，大脳皮質下領域の刺戟

症釈であるが，從來の経口投与乃至は皮下注射

約

に比して発現が顯著である．

 身休学i経症状の著明な時期に計測した脳糖消

費は施行前に比して変化がない．前騰糖浩費に

ついても同様である．
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